
原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【図表】　人権相談・差別事象の状況

Ｈ１９虐待相談件数⇒空欄 虐待相談（Ｈ１９）ＤＶ：１，１２１回、児童虐待：２，７４４回

【注釈】　

※１　[ライフステージ]　人生のある時期（段階）
※１[ドメスティックバイオレンス]　配偶者などによる暴力　※
２[ライフステージ]　人生のある時期（段階）

【現状と課題】　４つ目の○

○若い世代の活動を支援するため、市民交流センターや
西宮学生ボランティア交流センター等の機能を活かし、人
材の育成やコーディネート機能の向上を図っていく必要が
あります。また、定年退職を迎える人々については、順次、
地域社会に戻ることとなり、これまでの豊富な経験や多様な
能力を地域で発揮していただくことが求められています。

○若い世代の活動を支援するため、市民交流センターや
西宮学生ボランティア交流センター等の機能を活かし、人
材の育成やコーディネート機能の向上を図っていく必要が
あります。また、定年退職を迎える人々については、順次、
地域社会に戻ることとなり、これまでの豊富な経験や多様な
能力を地域で発揮していくことが求められています。

【主要な施策展開】　（２）図書館サービスの充実

　図書資料の収集・情報発信機能や集会行事の充実を図
るとともに、利用者が求めている資料を的確に提供できるよ
う、レファレンス（調査・相談）機能の強化を図ります。また、
子どもから大人まで誰もが利用しやすい図書館を目指しま
す。

　図書資料の収集・情報発信機能や集会行事の充実を図
るとともに、利用者が求めている資料を的確に提供できるよ
う、調査・相談機能の強化を図ります。また、子どもから大人
まで誰もが利用しやすい図書館を目指します。

【現状と課題】　４つ目の○

○本市には中央体育館、陸上競技場、野球場、テニスコー
トなど多くの公的・民間施設が立地しています。また、六甲
山系の緑、武庫川・夙川の河川敷緑地、臨海地域の親水
空間などのレクリエーションゾーンに恵まれています。

○本市には体育館（市立９ヶ所）、陸上競技場（市立１ヶ
所）、野球場（市立７ヶ所）、テニスコート（市立６ヶ所）など多
くの公的・民間施設が立地しています。また、六甲山系の
緑、武庫川・夙川の河川敷緑地、臨海地域の親水空間など
のレクリエーションゾーンに恵まれています。

【まちづくり指標】　指標３：指標名

委員研修参加数（ＰＴＡの育成事業） ＰＴＡ活動研究会参加者数

【現状と課題】　１つ目の○

5．市民活動の支援

7．公民館・図書館機能の充
実

11．家庭教育の支援と青少
年の健全育成

9．スポーツ・レクリエーション
活動の推進

1．人権問題の解決

12．学校教育の充実
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

・子育て世帯を中心とした人口増加が続いている本市で
は、公私が連携して入園を希望する全ての幼児の受入と幼
稚園教育の充実に努めてきましたが、地域の幼児教育セン
ターとしての幼稚園の役割を明確にし、子育て支援機能の
更なる充実を図る必要があります。

・子育て世帯を中心とした人口増加が続いている本市で
は、公私が連携して入園を希望する全ての幼児の受入と幼
稚園教育の充実に努めてきました。今後、地域の幼児教育
センターとしての幼稚園の役割を明確にし、子育て支援機
能の更なる充実を図る必要があります。

【主要な施策展開】　（２）小・中学校教育の充実　①確かな学力の定着

　各教科については、基礎基本を徹底し、基礎学力の向上
を図ります。また、教科学習における、発展的学習、総合的
な学習の時間などを中心にした体験学習などを重視してい
きます。さらに、市独自の施策として、学力向上アクションプ
ラン、ALTや地域人材の積極的な活用、ICTを活用した授
業改善や校務の効率化、Web学習システムに係るソフト開
発などの情報ネットワークの充実、放課後の学習支援とし
て、チャレンジサポーターの派遣等に努めていきます。

　各教科については、基礎基本を徹底し、基礎学力の向上
を図ります。また、教科学習における、発展的学習、総合的
な学習の時間などを中心にした体験学習などを重視してい
きます。さらに、市独自の施策として、学力向上アクションプ
ラン、ALTや地域人材の積極的な活用、ICTを活用した授
業改善や校務の効率化、Web学習システムに係るソフト開
発などの情報ネットワークの充実、放課後の学習支援とし
て、サポーターの派遣等に努めていきます。

【主要な施策展開】　（２）小・中学校教育の充実　③豊かな心の育成

　いのちの尊さを理解し、自分の大切さとともに他の人の大
切さを認める心、他人を思いやる心を育むため、心の教育
と人権教育を推進します。また、環境学習や食育などをとお
して感謝の心を育むとともに、トライやる・ウイークなどの感
動や充実感を味わえる活動を通じて、子どもたちの豊かな
感性や社会性、協調性を育んでいきます。

　いのちの尊さを理解し、自分の大切さとともに他の人の大
切さを認める心や他人を思いやる心を育み、実践意欲と態
度を培う道徳教育・人権教育を推進します。また、環境学習
や食育などをとおして感謝の心を育むとともに、トライやる・
ウイークなどの感動や充実感を味わえる活動を通じて、子
どもたちの豊かな感性や社会性、協調性を育んでいきま
す。

【図表】　学校評価制度の流れ

第三者評価：自己評価・外部評価を資料として活用し学校
運営全般について専門的、客観的な立場で評価　評価結
果を学校・設置者にフィードバックして改善を促す。

第三者評価に関する記述を全部削除

【主要な施策展開】　（１）家庭・地域と共に歩む学校づくり

13．信頼される学校づくり
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　それぞれの学校が家庭、地域に対し、説明責任が果たせ
るよう、取り組みの成果と課題、改善の方向性を示した経営
方針を作成し、その公表に努めます。また、家庭、地域社
会の意見が学校園経営にしっかり反映できるよう、学校評
価や学校評議員等の活用の促進を図ります。さらに、保護
者や地域の人々による学校美化や読書・体験活動への参
加、総合的な学習における講師活動の取り組みなどを進
め、教員が子ども一人ひとりに向き合う環境づくりに努めま
す。

　それぞれの学校が家庭、地域に対し、説明責任が果たせ
るよう、取り組みの成果と課題、改善の方向性を示した経営
方針を作成し、その公表に努めます。また、家庭、地域社
会の意見が学校園経営にしっかり反映できるよう、学校評
価や学校評議員等の活用の促進を図ります。さらに、保護
者や地域の人々による学校美化や読書・体験活動への参
加、総合的な学習における講師活動の取り組みなどを進め
ます。

【主要な施策展開】　（３）安心・安全対策事業

校門の警備や校内巡視、また通学路や校区内の見守り活
動、子ども１１０番等、子どもたちが地域や学校で、安心で
安全な環境の中で生活できるよう、今後更に、行政・学校と
保護者や地域が一体となり、関係機関と連携した取り組み
を進めていきます。

校門の警備や校内巡視、また通学路や校区内の見守り活
動、防犯活動等、子どもたちが地域や学校で、安心で安全
な環境の中で生活できるよう、今後更に、行政・学校と保護
者や地域が一体となり、関係機関と連携した取り組みを進
めていきます。

【まちづくり指標】　指標１：指標名

ささえ・延べ活動時間数 ささえの登録者数

【まちづくり指標】　指標１：現状値・目標値

Ｈ１８：６８，７６１　Ｈ３０：７５，０００ Ｈ１８：７，６４４　Ｈ３０：１０，０００

【まちづくり指標】　指標１：目標値の設定理由

一校園あたり延べ5時間の支援拡大を期待し設定 一校あたり40人程度の支援拡大を期待し設定

【まちづくり指標】　指標１：注釈

無し
※「ささえ」とは、保護者や地域のボランティアが、学校での
子どもたちの教育活動や教育環境（図書館運営、花壇の整
備、防犯・安全のための見守り活動等）を支える事業です。

【主要な施策展開】　（２）保健・医療の充実17．障害のある人の福祉の充
実
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　障害の原因となる疾病の予防や早期治療など、保健・医
療の充実に努めます。

　障害の原因となる疾病の予防や早期治療など、保健・医
療・リハビリテーション体制の充実に努めます。

【主要な施策展開】　（１）低所得者施策の推進

　生活保護制度の趣旨に基づき、ケースワーカーによる定
期的な訪問活動や面接などの実施により、被保護世帯の
生活状況の把握に努め、世帯が抱える問題等を的確に把
握します。

　生活保護制度の趣旨に基づき、ケースワーカーによる定
期的な訪問活動や面接などの実施により、被保護世帯の
生活状況の把握に努め、世帯が抱える問題等を的確に把
握し、適切な支援や自立の援助に取り組みます。

【まちづくり指標】　指標の考え方

　良質な医療を提供するには、健全な病院経営が前提とな
ることから、中央病院の経営収支に関する指標を重点指標
に位置付けるとともに、不慮の事故や疾病に緊急対応出来
る救急体制の確立に努めます。また、安全で安心できる医
療提供体制の推進に努めます。

　中央病院については、あり方検討委員会の答申の着実な
実施を表す代表的な指標として、週当たりの救急体制日を
重点指標に位置づけるとともに、その前提となる経常収支
比率の改善に努めます。また、地域医療については安全で
安心できる医療提供体制の推進に努めます。

【まちづくり指標】　指標１、指標２

◎中央病院経常収支比率　○中央病院救急体制日（週当
たり）

◎中央病院救急体制日（週当たり）　○中央病院経常収支
比率

【主要な施策展開】　（１）国民健康保険の適正な運営

　国民健康保険制度の適正な運営を図るため、レセプト点
検等の充実、保険料収納の確保及び滞納の解消を図りま
す。また、生活習慣病の予防のための特定健康診査の
データとレセプトのデータを突合することにより医療費の分
析等を実施し、医療費適正化に向けた取り組みの強化を図
ります。

　国民健康保険制度の適正な運営を図るため、レセプト点
検等の充実、保険料収納の確保及び滞納の解消を図りま
す。また、生活習慣病の予防のための特定健康診査の
データに基づき保健指導を行うとともに、健診とレセプトの
両データを突合することにより医療費の分析等を実施し、医
療費適正化に向けた取り組みの強化を図ります。

【主要な施策展開】　（３）タイトル

（３）後期高齢者医療制度の推進 （３）後期高齢者医療制度への取り組み

【現状と課題】　前文

実

18．生活自立の援助

21．医療保険・医療費助成・
年金制度の安定

20．医療サービスの充実

22．災害・危機に強いまちづ
くり
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　地震や洪水等の災害から市民の生命と財産を守り、市民
が安心して暮らせるまちづくりを進めることは行政の基本的
な役割であり、様々な危機管理体制の充実が求められてい
ます。

　地震や洪水等の災害から市民の生命と財産を守り、市民
が安心して暮らせるまちづくりを進めることは行政の基本的
な役割であり、国、県等と連携して、様々な危機事態に対
応する管理体制の充実が求められています。さらに、防災
活動を組織的に取り組むには公助（行政）の対応だけでは
限界があり、自助（自分の身を自分の努力によって守る。）と
共助（地域や近隣の人か互いに協力し合う。）との連携、協
働を推進する必要があります。

【現状と課題】　１つ目の○

○本市では、平成７年の阪神・淡路大震災で多大な被害を
受けたことを教訓に災害に強いまちづくりを推進し、平成19
年４月には、防災・安全局を新設して、安心・安全の取り組
みを一体的に進めています。

○本市では、平成７年の阪神・淡路大震災で多大な被害を
受けたことを教訓として災害に強いまちづくりを推進し、平
成19年４月には、防災・安全局を新設して、安心・安全の取
り組みを一体的に進めています。

【現状と課題】　２つ目の○

○自然災害以外でも様々な事件や事故が発生し、人の健
康や食の安全に関わる不安も増大しており、こうした市民生
活における危機に対応するため、市の行動指針である「危
機管理指針」や国民保護法に基づく「国民保護計画」を策
定しています。

○自然災害以外でも様々な事件や事故が発生し、人の健
康や食の安全に関わる不安も増大していますが、市民生活
に危機を及ぼす事態に対応するため、市の行動指針として
「危機管理指針」や国民保護法に基づく「国民保護計画」を
策定しています。

【現状と課題】　４つ目の○

○大規模災害時には地域住民や事業者の自主的な救援
救助活動が重要な役割を果たすことから、地域住民間の連
帯感の醸成や組織化を促進することが必要です。

○大規模災害時には地域住民や事業所の自主的な救援
救助活動が重要な役割を果たすことから、地域住民間の連
帯感の醸成や組織化を促進する必要があります。

【図表】　主な災害・事故

主な災害・事故 西宮市での主な災害・事故

【図表】　阪神・淡路大震災の被害（神楽町）

阪神・淡路大震災の被害（神楽町） 阪神・淡路大震災の被害（安井町）

くり
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【主要な施策展開】　（１）防災意識の高揚

　市民一人ひとりが災害発生時に的確な対応ができるよう、
学校教育や生涯学習における防災教育を推進するととも
に、市民が参加しやすい防災訓練の実施、講演会の開催
や協働による防災マップの作成など防災広報の充実等を
図り、防災意識の普及、啓発に努めます。

　市民一人ひとりが災害発生時に的確な対応ができるよう、
学校教育や生涯学習における防災教育を推進するととも
に、市民が参加しやすい防災訓練の実施、講演会や市民
出前講座の開催、地域と行政の協働による防災マップ作成
などの活動を積極的に実施する等により、防災意識の普
及、啓発に努めます。

【主要な施策展開】　（２）防災体制の確立

　「地域防災計画」は、随時見直しを行うとともに、「地域防
災計画」に基づき総合的な防災体制を確立し、地域におけ
る防災力を強化するため、自主防災組織の結成、強化、活
性化に対する支援や事業所の地域防災活動への積極的な
参加を促進します。
　また、災害時に援護を必要とする高齢者や障害のある人
などの情報共有のあり方を研究するなどの支援の充実に努
めます。

　「地域防災計画」は、随時見直すとともに、計画に基づく
総合的な防災体制を確立し、地域における防災力を強化
するため、自主防災組織の結成、強化、活性化に対する支
援や、事業所の地域防災活動への参加促進を図ります。
　また、災害時に援護を必要とする高齢者や障害のある人
などの情報共有のあり方を研究し、支援策の構築に努めま
す。

【主要な施策展開】　（３）都市防災力の強化

　ライフラインの収容空間である道路など公共構造物の耐
震性の向上に努めるとともに、災害時の対策本部としての
機能をあわせ持つ総合防災センターを整備します。
　また、地震、津波、高潮、洪水、土砂災害などあらゆる災
害時の緊急情報伝達手段として防災行政無線を全市に配
置するとともに、災害時に孤立化の恐れがある地区につい
て、避難路・救援路の確保を図り、防災力の強化に努めま
す。さらに、北部地域等における急傾斜地崩壊対策事業な
どの実施を県に要請します。

　ライフラインの収容スペースである道路など公共構造物の
耐震性の向上に努めるとともに、災害時の対策本部機能と
市民の防災体験学習施設をあわせ持つ総合防災センター
を整備します。
　また、地震、津波、高潮、洪水、土砂災害などあらゆる災
害時の緊急情報伝達手段として防災行政無線を全市に配
置するとともに、災害時に孤立化の恐れがある地区につい
て、避難路・救援路の確保を図り、防災力の強化に努めま
す。さらに、北部地域等における急傾斜地崩壊対策事業な
どの実施を県に要請します。

【主要な施策展開】　（４）国民保護施策の推進

　「国民保護計画」に基づき平素からの備えとして予防、緊
急事態、復旧などの対応策を進めるとともに、緊急時の避
難対応などについて市民への普及、啓発に努めます。

　「国民保護計画」に基づき平素からの備えとして予防、緊
急事態、復旧などについての対応策を進めるとともに、緊
急時の避難対応などについて市民への普及、啓発に努め
ます。

【主要な施策展開】　（５）危機管理体制の推進
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　突然に発生し、市民の生命、身体及び財産に直接被害を
及ぼしたり、市民生活や事業活動に大きな不安や不信を与
えるような危機に対して、市の組織全体で発生の防止及び
被害や影響等の軽減に取り組みます。

　突然に発生し、市民の生命、身体及び財産に直接被害を
及ぼしたり、市民生活や事業所活動に大きな不安や不信を
与えるような危機に対して、市の組織全体で発生の防止及
び被害や影響の軽減等に努めます。

【まちづくり指標】　指標の考え方

　予防・消防・救急救助の総合的な取り組みの中で、本計
画期間においては、消防体制の充実強化を重点指標に位
置付けます。また、予防の観点から立入検査実施件数を、
救急救助の観点から救急救命士の救急業務従事者数をそ
れぞれ指標に位置付けて取り組んでいきます。

　予防・消防・救急救助の総合的な取り組みの中で、本計
画期間においては、予防及び消防体制の充実強化に関係
する事項を重点指標に位置付けます。また、救急救助の観
点から救急救命士の救急業務従事者数を指標に位置付け
て取り組んでいきます。

【まちづくり指標】　指標１：指標名

消防庁舎の耐震化率 人口10万人当たりの住宅火災の死者数（年中）

【まちづくり指標】　指標１：現状値・目標値

単位：％　Ｈ１８：７０　Ｈ３０：１００ 単位：人　Ｈ１８：０．６　Ｈ３０：０．０

【まちづくり指標】　指標１：式

耐震性が確保された庁舎数／全庁舎数
住宅火災による死者数／人口10万人（※放火自殺者等除
く）

【まちづくり指標】　指標１：目標値の設定理由

防災拠点となる消防庁舎の耐震性を確保 消防の最終的な目標値として設定

【まちづくり指標】　指標２：指標名

立入検査実施件数 消防庁舎の耐震化率

【まちづくり指標】　指標２：現状値・目標値

単位：件　Ｈ１８：４，４９７　Ｈ３０：４，７００ 単位：％　Ｈ１８：７０　Ｈ３０：１００

23．消防・救急救助体制の充
実
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【まちづくり指標】　指標２：式

　－ 耐震性が確保された庁舎数／全庁舎数（対象庁舎数１０）

【まちづくり指標】　指標２：目標値の設定理由

過去の立入検査実績を考慮して設定 防災拠点となる消防庁舎の耐震性を確保

24．道路の整備 【現状と課題】　１つ目の○

○本市の都市計画道路は、145 路線、総延長201.4km が
計画決定されていますが、改良済延長は150.2km、進捗率
75％（平成19年3月31日現在）で、特にＪＲ東海道本線以北
の南北方向の地域内幹線道路の整備が遅れています。

○本市の都市計画道路は、145 路線、総延長201.4km が
計画決定されていますが、改良済延長は152.0km、進捗率
75％（平成20年3月31日現在）で、特にＪＲ東海道本線以北
の南北方向の地域内幹線道路の整備が遅れています。

【現状と課題】　３つ目の○

○一部地域でバス利用の不便地域があることや、北部地域
と南部地域を連絡する公共交通機能が弱いため、現在、既
存バス路線の改善や南北バス運行の検討などを進めてい
るところです。

○一部地域でバス利用の不便な地域があるため、既存バス
路線の改善などが課題となっています。

【現状と課題】　３つ目の○と４つ目の○の間

無し

○かねてより課題となっていた山口地域と南部地域を直接
連絡する(仮称)南北バス運行事業については、平成21年
度から実施する予定です。事業の継続に当たっては、利用
促進による事業収支の改善などが課題となります。

【基本方針】　

　駅前広場整備や駅のバリアフリー化などを促進し、交通
結節機能を強化するとともに、鉄道やバスの利便性の向上
を図り、マイカーから公共交通機関への利用の転換を促進
します。

　駅前広場整備や駅のバリアフリー化などを促進し、交通
結節機能を強化するとともに、鉄道やバスの利便性の向上
を図り、マイカーから公共交通機関への利用転換を図るな
ど市民生活の利便性向上とＣＯ₂などの排出量削減による
環境対策を推進します。

【主要な施策展開】　（３）バスの利便性の向上

25．公共交通の利便性向上
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　既存バス路線については、住宅地と主要鉄道駅や公共
施設などを効率的に連絡する利便性の高いバス路線の再
編や乗り継ぎ運賃の割引制度や阪急・阪神の相互乗り入
れ、バス停留所上屋整備、低床バス（ノンステップバス）の
導入などについて事業者と協議します。
　地域の交通課題に対応するためのコミュニティーバスに
ついては、地元主体を前提とした導入の可能性などについ
て、地元との調整を図りながら検討を行います。

　既存バス路線については、住宅地と主要鉄道駅や公共
施設などを効率的に連絡する利便性の高いバス路線の再
編や乗り継ぎ運賃の割引制度や阪急・阪神の相互乗り入
れ、バス停留所上屋整備、低床バス（ノンステップバス）の
導入などについて事業者と協議します。
　(仮称)南北バスについては、平成21年度から運行事業を
実施するとともに、持続可能な事業となるよう事業収支の分
析や改善などについての取り組みを行います。
　地域の交通課題に対応するためのコミュニティーバスに
ついては、地元主体を前提とした導入の可能性などについ
て、地元との調整を図りながら検討を行います。

【まちづくり指標】　指標３：指標名

無し バス乗車数（人／日）

【まちづくり指標】　指標３：現状値・目標値

無し 単位：人／日　Ｈ１８：４７，１１９　Ｈ３０：５０，０００

【まちづくり指標】　指標３：式

無し 市内における一日当たりバス乗車数の総数

【まちづくり指標】　指標３：目標値の設定理由

無し 現状のバス利用状況を踏まえて設定

【現状と課題】　１つ目の○

○本市の浄水場は、南部地域に６箇所と北部地域に１箇所
ありますが、更新時期を迎えつつあります。耐震性が低く、
また、水質基準の強化に伴う高度浄水処理の必要が生じる
浄水場もある一方で、水需要の伸び悩みなどにより、浄水
場の施設能力に余剰が生じています。

○本市の浄水場は、南部地域に６箇所と北部地域に１箇所
ありますが、更新時期を迎えつつあります。耐震性が低く、
また、水質基準の強化に伴う高度浄水処理の必要が生じる
浄水場もある一方で、水需要の減少により施設能力は現在
と同規模のものを必要としなくなってきています。また、工業
用水道の浄水場1箇所についても、更新時期を迎えつつあ
り、今後の施設整備が必要となっています。

26．水の安定供給
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【主要な施策展開】　（２）施設整備と透明性の高い事業運営

　南部地域では阪神水道企業団からの受水の増量が可能
となったことから、６箇所の浄水場を１箇所に統廃合し施設
能力規模を縮小しつつ、北部地域も含め老朽化施設の更
新時期や重要度を考慮しながら、地震や災害時でも安定し
た水の供給ができるよう、浄水場や管路等の耐震化を図る
など、施設整備に努めます。また、情報公開等により、透明
性の高い事業運営を推進し、サービスの拡充に努めます。

　南部地域では阪神水道企業団からの受水の増量が可能
となったことから、６箇所の浄水場を１箇所に統廃合し施設
能力規模を縮小しつつ、北部地域も含め老朽化施設の更
新時期や重要度を考慮しながら、地震や災害時でも安定し
た水の供給ができるよう、浄水場や管路等の耐震化を図る
など、施設整備に努めます。また、情報公開等により、透明
性の高い事業運営を推進し、サービスの拡充に努めます。
　また、工業用水道事業においては、老朽化している施設
について工業用水道施設更新計画に基づき、耐震化を含
め施設整備を進め、安定給水を図ります。

【現状と課題】　前文

　近年、全国的に子どもを狙った犯罪や路上強盗などの凶
悪犯罪が頻発するなど、治安の悪化が社会問題になってき
ています。また、住民のコミュニティ意識の希薄化や生活様
式の多様化に伴い、地域社会が伝統的に有していた犯罪
抑止機能が低下しています。

　近年、子どもを狙った犯罪や路上強盗が頻発しているな
か、新たに振り込め詐欺やインターネットを使った犯罪が発
生するなど、治安の悪化が社会問題になってきています。
また、住民のコミュニティ意識の希薄化や生活様式の多様
化に伴い、地域社会が伝統的に有していた犯罪抑止機能
が低下しています。

【現状と課題】　１つ目の○

○市内の刑法犯の認知件数については、近年その数は僅
かに減少していますが、県下の状況と比較すると認知件数
は多い状況となっています。

○市内の刑法犯の認知件数は、近年その数は僅かに減少
していますが、県下の状況と比較すると多い状況となってい
ます。

【現状と課題】　４つ目の○

○犯罪の発生は地域の監視の目が行き届いていることを示
すことによって抑制できることから、地域ぐるみの防犯活動
の強化や必要な設備の整備など防犯環境の充実が求めら
れています。

○犯罪の発生は地域の監視の目が行き届いていることを示
すことによって抑制できることから、地域ぐるみの防犯活動
の強化や、必要な設備の整備など防犯環境の充実が求め
られています。

【主要な施策展開】　（３）防犯体制・防犯対策の強化

30．防犯対策の推進
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　様々な防犯対策をより効果的に実施するため、西宮市市
民生活の安全推進関係団体連絡会（防犯部会）において、
各地域における団体等と必要な調整や連携を行い、機能
的で総合的な防犯対策を推進します。また、地域団体等が
実施する防犯灯の設置と管理について引き続き支援を行
います。
　そして、市民生活の安心・安全を確保するために、「（仮
称）西宮市防犯計画」を策定し防犯対策を総合的かつ計画
的に推進していきます。

　様々な防犯対策をより効果的に実施するため、西宮市市
民生活の安全推進関係団体連絡会（防犯部会）において、
各地域における団体等と必要な調整や連携を行い、機能
的で総合的な防犯対策を推進します。また、地域団体等が
実施する防犯灯の設置と管理について引き続き支援を行
います。
　そして、市民生活の安心・安全を確保するために、「（仮
称）西宮市防犯計画」を策定し、防犯対策を総合的かつ計
画的に推進していきます。

【まちづくり指標】　指標の考え方

　防犯活動の成果として、刑法犯罪の発生件数を重点指標
に位置付けます。また、地域ぐるみでの防犯活動を目指す
「地域ボランティアと行政の合同パトロール」と地域に出かけ
ての「出前講座」を活動指標として設定し、重点的に取り組
んでいきます。

　防犯活動の成果として、刑法犯罪の発生件数低減を重点
指標に位置づけます。また、地域ぐるみでの防犯活動を目
指す「地域ボランティアと行政の合同パトロール」と地域に
出かけての「出前講座」を活動指標として設定し、重点的に
取り組んでいきます。

【現状と課題】　前文

環境については、平成17年に発効された京都議定書に基
づき、地球温暖化防止に向けた数値目標の達成が求めら
れており、将来に向け、環境にやさしい持続可能なまちづく
りを進めていくことが必要となっています。環境問題の解決
のためには、市民・事業者・市の各主体があらゆる場や機
会で環境学習や保全活動を展開することが大切です。

環境については、平成17年に発効された京都議定書に基
づき、地球温暖化防止に向けた数値目標の達成が求めら
れており、将来に向け、環境にやさしい持続可能なまちづく
りを進めていくことが必要となっています。環境問題の解決
のためには、市民・事業者・行政の各主体があらゆる場や
機会で環境学習や保全活動を展開することが大切です。

【現状と課題】　３つ目の○

○新環境計画の８つの環境目標に基づく取り組みを推進
し、その趣旨を広く市民に理解してもらうための各種事業を
実施するとともに、環境学習都市を支える人材の育成を行
うため、市内の環境学習拠点やフィールド、コミュニティに
おいて市民の自主的な環境学習を発展させていく必要が
あります。

○新環境計画の８つの環境目標の達成、及びその趣旨を
広く市民に理解してもらうための各種事業を実施するととも
に、環境学習都市を支える人材の育成を行うため、市内の
環境学習拠点やフィールド、コミュニティにおいて市民の自
主的な環境学習を発展させていく必要があります。

【図表】　施設利用者数

甲山自然環境センター 甲山自然の家

32．環境学習都市の推進
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【基本方針】　

市民、事業者、市の参画と協働により環境に対する理解を
深め、21世紀の持続可能なまちづくりを進められるよう、環
境学習と保全活動の推進に努めます。

市民、事業者、行政の参画と協働により環境に対する理解
を深め、21世紀の持続可能なまちづくりを進められるよう、
環境学習と保全活動の推進に努めます。

【主要な施策展開】　（４）地球温暖化対策

　「第二次西宮市地球温暖化対策実行計画」の着実な進展
に努めます。
　また、市全体の計画を策定し、緑の保全やゴミ減量、資源
リサイクル、事業所における環境への負荷を低減する施設
改善などCO2を中心とする温室効果ガス削減に向けて総
合的な施策の展開を図ります。

　「第二次西宮市地球温暖化対策実行計画」の着実な進展
に努めます。
　また、市全体の計画を策定し、緑の保全やゴミ減量、資源
リサイクル、省エネルギー、省資源、事業所における環境へ
の負荷を低減する施設改善などCO2を中心とする温室効
果ガス削減に向けて総合的な施策の展開を図ります。

【まちづくり指標】　指標２：目標値

Ｈ３０：１６，０００ Ｈ３０：５０，０００

【まちづくり指標】　指標３：現状値・目標値

Ｈ１８：４９，０８６　Ｈ３０：５５，０００ Ｈ１８：７５，１１９　Ｈ３０：１００，０００

【主な部門別計画】

第二次西宮市地球温暖化対策実行計画
【環境局：平成15年4月～平成20年3月】

第二次西宮市地球温暖化対策実行計画
【環境局：平成20年4月～平成25年3月】

【現状と課題】　５つ目の○

○今後とも市民にとって貴重な財産である自然環境を保全
するとともに、市、市民、事業者が連携した緑化の推進が重
要となっています。

○今後とも市民にとって貴重な財産である自然環境を保全
するとともに、市民、事業者、行政が連携した緑化の推進が
重要となっています。

【主要な施策展開】　（３）タイトル

（３）生き物の生息空間の確保 （３）生物多様性の確保

33．緑の保全と創造
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【主要な施策展開】　（５）タイトル

（５）緑のネットワークづくり （５）水と緑のネットワークづくり

【主要な施策展開】　（５）緑のネットワークづくり

　水と緑の軸となる夙川や武庫川などの緑地と、公園や街
路樹などとの緑のネットワーク化を図り、市民の散策や憩い
の場あるいは動物たちの移動空間として、また災害時の避
難路や延焼遮断帯としての機能を高めます。

　水と緑の軸となる夙川や武庫川などの河川敷緑地と、公
園や街路樹などとの緑のネットワーク化を図り、市民の散策
や憩いの場あるいは多様な生き物たちの移動空間として、
また災害時の避難路や延焼遮断帯としての機能を高めま
す。

【主な部門別計画】　■緑の基本計画

【環境局：平成14年4月～平成34年3月】 【環境局：平成14年8月～平成35年3月】

【主要な施策展開】　（６）未利用・自然エネルギーの利活用

　ごみ焼却時に発生する蒸気の有効利用や全学校園への
太陽光発電パネルの設置など未利用・自然エネルギーの
導入に努めるとともに、新エネルギーに関する情報や助成
事業などについての情報提供を行います。

　ごみ焼却時に発生する蒸気の有効利用や雨水利用、全
学校園への太陽光発電パネルの設置など未利用・自然エ
ネルギーの導入に努めるとともに、新エネルギーに関する
情報や助成事業などについての情報提供を行います。

【現状と課題】　３つ目の○

○建築工事の騒音・振動、飲食店等からの騒音、夜間の花
火騒音などによる生活型・近隣型環境問題が増加し、パチ
ンコ店や風俗営業等に関する付近住民との紛争も生じてい
ます。

○建築工事の騒音・振動、飲食店等からの騒音、夜間の花
火騒音などによる生活型・近隣型環境問題が増加してお
り、パチンコ店や風俗営業等に関しても市民の関心が高く、
引き続き、生活環境の保全のための取り組みを進める必要
があります。

【現状と課題】　４つ目の○

○感染症の媒体となる衛生害虫やねずみの発生は減少し
ていますが、ハチ類、ダニ等の問合わせは増えています。
また、不法投棄等による環境の悪化が見受けられます。

○感染症の媒体となる衛生害虫やねずみの発生は減少し
ていますが、ダニ等の問合わせは増えています。また、廃
棄物の不法投棄も少なからず見受けられます。

【現状と課題】　５つ目の○

34．資源循環型社会の形成

35．快適な生活環境の確保
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

○内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）や複合汚染な
ど、基準値が明確でない有害化学物質に関する情報入手
や対応策の検討が求められています。

○アスベストや、その他の基準値が明確でない有害な環境
汚染物質に関する対応の検討が必要です。

【現状と課題】　７つ目の○

○市営墓地については、長期的な墓地対策を検討していく
必要があります。また、食肉センターについては、より効率
的な運営が求められています。

○市営墓地については、墓地に対する市民意識の変化を
踏まえ、長期的な墓地対策を検討していく必要があります。
また、食肉センターについては、より効率的な運営が求めら
れています。

【基本方針】　

　公害の発生と拡散の防止に努め、幅広い公害対策を推
進するとともに、市民、地域団体と連携してまちの美化活動
を促進します。

　公害の発生と拡散の防止に努め、幅広い公害対策を推
進するとともに、市民、地域団体と連携して清潔で快適なま
ちづくりをめざします。

【主要な施策展開】　

　酸性雨の測定や、ダイオキシン類をはじめ内分泌かく乱
化学物質（環境ホルモン）など新たな環境汚染物質の測定
など、多様化、複雑化する公害の実態を把握し、迅速かつ
的確な指導と規制に資するため、監視体制の強化に努めま
す。

　ダイオキシン類をはじめとする有害な環境汚染物質の測
定など、多様化する公害の実態を把握し、迅速かつ的確な
指導と規制に資するため、監視体制の強化に努めます。ま
た、アスベストの飛散防止のため、監視指導に努めます。

【主要な施策展開】　

　建築工事の騒音・振動及び深夜におけるカラオケ、飲食
店からの騒音、夜間の花火騒音などについては、法令・条
例に基づく指導を行います。風俗営業・性風俗特殊営業対
策については、警察など関係機関とも連携して、法令・条例
に基づく指導を行います。

　建築工事の騒音・振動、深夜のカラオケ、飲食店からの騒
音、夜間の花火騒音などについては、法令に基づく指導を
行い、また、生活騒音の抑制など、良好な近隣関係を築く
ために啓発を行います。風俗営業・性風俗特殊営業対策
については、警察など関係機関とも連携して、法令に基づ
く指導を行います。

【主要な施策展開】　
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　清潔で快適なまちづくりをめざし、感染症の予防、あき地
の所有者の適正管理の促進と指導、公共の場所等への不
法投棄防止の啓発、水路を含む地域の清掃活動や美化運
動、火葬場・墓地の整備等、食肉センターの運営などに取
り組みます。

　地域住民と協働する清掃活動や美化運動、感染症の予
防、あき地適正管理の指導、公共の場所等への不法投棄
防止の啓発、墓地等の整備、食肉センターの運営改善など
に取り組みます。

【市民一人ひとりの活動】　

◆身近な環境美化に関心を持ち、美化活動に協力する。
◆ 身近な環境問題に関心を持ち、清潔で、快適なまちづく
りに協力する。

【まちづくり指標】　指標２、指標３

指標２：ノーマイカーデー実施に伴うマイカー利用の減少
率、指標３：わがまちクリーン大作戦

指標２：わがまちクリーン大作戦、指標３：ノーマイカーデー
実施に伴うマイカー利用の減少率

【現状と課題】　４つ目の○

○平成20年に景観行政団体になり、景観法活用のため景
観計画を策定し取り組みを進めます。

○平成20年に景観行政団体になり、景観法による景観計
画を策定し、景観法を活用したより実効性のある取り組み
や、市民や事業者の景観意識の向上を図り、市と一体と
なって都市景観の形成を図っていくことが必要となっていま
す。

【図表】　写真

建築物など景観関連の写真９枚 写真全削除、「都市景観形成基本計画総括図」追加

【主要な施策展開】　（２）景観法に基づく制度の活用

　都市景観条例に基づく施策に加え、景観法に基づく制度
を効果的に活用することにより、美しい都市景観の形成に
努めます。

　都市景観条例に基づく施策に加え、都市景観の形成に
影響のある一定規模以上の建築物などに対しては、景観
法に基づく届出制度による景観誘導を進めるとともに、景観
形成上重要となる道路、公園等の公共施設を景観重要公
共施設として景観計画へ位置づけを進めるなど、景観法の
制度を効果的に活用することにより、美しい都市景観の形
成に努めます。

【まちづくり指標】　指標１：目標値

36．美しい都市景観の形成
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

Ｈ３０：６０．０ Ｈ３０：６６．７

【まちづくり指標】　指標１：目標値の設定理由

約１割の増加を目指す 市民の２／３を目標に設定

【まちづくり指標】　指標２：目標値の設定理由

指定候補地区の５割指定を目標に設定 指定候補地区（８地区）の５割指定を目標に設定

【まちづくり指標】　指標３：目標値の設定理由

支所単位で３件程度の指定を目標に設定
支所単位(７地区)で新たに２件程度の追加指定を目標に設
定

【施策名】　魅力的な市街地の形成

魅力的な市街地の形成 良好な市街地の形成

【現状と課題】　前文

　誰もが住み慣れた環境で、いつまでも暮らしていくために
は、まちの個性を活かした、魅力ある住環境を維持・発展さ
せるとともに、無秩序な開発を防ぎ、計画的なまちづくりを
推進していく必要があります。

　誰もが住み慣れた環境で、いつまでも快適に暮らしていく
ためには、まちの個性を活かした良好な生活環境を維持・
向上させることが必要です。そのためには、土地利用を適
正に誘導するとともに計画的なまちづくりを推進していく必
要があります。

【現状と課題】　１つ目の○

○南部地域は震災により大きな被害を受けたため、市街地
の早期復興・再生に努めてきました。良好な市街地の形成
が進む一方、震災の影響や社会経済状況の変化等により、
大規模なマンション建設が相次いだことから高度地区の強
化や地区計画の活用などにより秩序ある土地利用の誘導
に努めてきました。しかし、急激な人口増加により小学校の
教室不足やまちなみの変化など様々な問題が生じていま
す。

○南部地域は震災により大きな被害を受けたため、市街地
の早期復興・再生に努めてきました。また震災の影響や社
会経済状況の変化等により、大規模な土地利用の転換、マ
ンション建設が相次いだことから高度地区の強化や地区計
画の活用などにより秩序ある土地利用の誘導に努めてきま
した。計画的な市街地整備が進む一方、道路や公園など
の公共施設の整備率が低い地域も残っており、これらの地
域の生活環境の改善が課題となっています。また中心市街
地の活性化や大規模遊休地等の適正な土地利用誘導など
も課題となっています。

37．魅力的な市街地の形成
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【現状と課題】　２つ目の○

○北部地域は、東六甲山系から北摂山系に広がる豊かな
自然に恵まれた地域であり、大規模宅地開発に対しては地
区計画の指定により良好な住宅地の形成に努めてきまし
た。しかし、南部地域と比べ交通条件が悪いことや生活関
連施設が少ないこと、初期に開発された住宅地では住民の
高齢化が進んでいることなどから、持続可能な住宅地として
魅力的な地域づくりが課題となっています。

○北部地域は、緑豊かな自然に恵まれた地域であり、大規
模なニュータウンについては、地区計画の指定等により良
好な住環境やまちなみが保全されています。しかし、南部
地域と比べ交通条件が悪いことから、利便性の向上などが
課題となっています。また名塩ニュータウンの早期完成や
地域特性を活かした既成集落でのまちづくりなども課題と
なっています。

【現状と課題】　３つ目の○

○臨海地域では、産業団地に産業集積が進むとともに、西
宮マリナパークシティや新西宮ヨットハーバー、県立甲子園
浜海浜公園等が整備され、魅力あるウォーターフロントが形
成されてきました。現在、甲子園浜や御前浜（香櫨園浜）の
自然海浜などでも親水性に配慮した護岸や砂浜の整備が
進められていますが、西宮旧港とその周辺は整備計画が確
定しておらず、未整備のままになっています。

○臨海地域については、産業団地に産業集積が進むととも
に、西宮マリナパークシティや新西宮ヨットハーバー、県立
甲子園浜海浜公園等が整備され、魅力あるウォーターフロ
ントが形成されてきました。現在、甲子園浜や御前浜（香櫨
園浜）の自然海浜などでも親水性に配慮した整備が進めら
れていますが、西宮旧港周辺は未整備のため、整備方針
の検討を進める必要があります。

【図表】　写真

南部・北部・臨海地域の３枚 市街地開発事業の事例の写真に変更

【基本方針】　

　本市は地理的条件から南部地域・北部地域・臨海地域に
分けられ、それぞれの地域が有する土地利用の状況や自
然環境、歴史、まちなみ等の特性を生かした、災害に強く
安全で快適なまちづくりを推進します。また、魅力的な市街
地の形成を図るため、中心市街地の活性化、合理的な土
地利用、都市施設の整備に努めます。

　本市は地理的条件から南部地域・北部地域・臨海地域に
分けられ、それぞれの地域が有する土地利用の状況や自
然環境、歴史、まちなみ等の特性を生かした、災害に強く
安全で快適なまちづくりを推進します。また、良好な市街地
の形成を図るため、中心市街地の活性化、合理的な土地
利用、都市施設の整備に努めます。

【主要な施策展開】　（１）タイトル

（１）魅力的な市街地等の形成 （１）魅力的な都市核の形成
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

【主要な施策展開】　（１）魅力的な市街地等の形成

（１）魅力的な市街地等の形成
　阪急西宮北口駅周辺地区については、北西地区の道路
修景や公園の整備に努めるとともに、市役所周辺を含めた
阪神西宮･ＪＲ西宮駅周辺地区については、阪神西宮駅北
側の駅前広場及び周辺整備を進めるなど、本市の都市核
にふさわしい魅力ある市街地の形成に努めます。
　都市核の連携を強めるため、これらを結ぶ主要な幹線道
路沿道において、魅力ある景観の形成を図るとともに、JR西
宮駅北側の旧国鉄用地、旧食肉センター用地および芦原
小学校跡地を活用し、全市的観点からの施設の整備に向
けて取り組みを進めます。
　道路などの基盤施設が不足している上ヶ原、甲東瓦木、
鳴尾地区などについては、土地区画整理事業や地区計画
等を活用して、安全で快適な市街地の形成に努めます。
　市街化調整区域の既存集落のうち、地域の活性化や居
住環境の改善に向け秩序ある土地利用の誘導などが必要
な地域については、周辺環境との調和や地域の特性に配
慮し、地区計画等の手法を活用したまちづくりについて検
討を進めます。
　希少な自然海浜を保全するとともに、西宮浜総合公園、
御前浜公園と西宮旧港周辺の一体的整備により緑地やレ
クリエーション施設などの整備を進め、魅力あるウォーター
フロントを活用した本市の新しい地域イメージを創り出すよ
うなまちづくりを進めます。

（１）魅力的な都市核の形成
　阪急西宮北口駅周辺地区については、北西地区の道路
修景や公園の整備に努めるとともに、市役所周辺を含めた
阪神西宮・ＪＲ西宮駅周辺地区については、阪神西宮駅北
側の駅前広場及び周辺整備を進めるなど、本市の都市核
にふさわしいにぎわいと魅力ある市街地の形成に努めま
す。
　また、都市核の相互の回遊性を強化するため、両都市核
を結ぶ主要な幹線道路沿道において、魅力あるまちなみの
形成を図るとともに、JR西宮駅北側の旧国鉄用地、旧食肉
センター用地および芦原小学校跡地を活用し、全市的観
点からの施設の整備に向けた取り組みを進めます。
（２）市街地の整備等
　道路などの基盤施設が不足している上ヶ原、甲東瓦木、
鳴尾駅前地区などについては、土地区画整理事業や地区
計画等を活用して、安全で快適な市街地の形成に努めま
す。
　生産緑地地区に指定されている農地については、都市の
貴重な緑地空間として保全に努めます。また生産緑地地区
以外の農地については、計画的な宅地化への誘導や緑地
空間・防災空間として、その保全・活用を図るなど、秩序あ
る土地利用に努めます。
　臨海部の西宮浜総合公園、御前浜公園と西宮旧港周辺
については、一体的に緑地やレクリエーション施設などの
整備を進め、希少な自然海浜とともに、市民の憩いの場や
魅力あるウォーターフロントとして新たなまちづくりを進めま
す。

【主要な施策展開】　（２）幹線道路沿道の整備

　広域防災帯に位置づけられている国道43号については、
環境防災緑地の整備を促進するとともに、幹線道路沿道に
ふさわしい土地利用を誘導します。

段落削除

【主要な施策展開】　（３）農地の保全と活用
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　生産緑地地区に指定されている農地については、都市の
貴重な緑地空間として保全に努めます。また、生産緑地地
区以外の農地については、計画的な宅地化への誘導や緑
地空間として可能な限り生産緑地地区への指定拡大など
秩序ある土地利用が図れるよう努めます。

段落削除

【主要な施策展開】　（４）タイトル

（４）市民主体のまちづくり等 （３）市民主体のまちづくり等

【まちづくり指標】　指標２：目標値の設定理由

空欄 過去のまちづくり相談地区を設定

【現状と課題】　１つ目の○

○平成4年に大学、行政、市民の連携を柱とする「カレッジ
タウン西宮」構想が取りまとめられました。

○平成4年に大学、行政、市民の連携を柱として、活力ある
魅力的なまちづくりをめざす「カレッジタウン西宮」構想がと
りまとめられ、事業化が図られてきました。

【図表】　市内大学・短期大学学生数

無し ※人口に比して学生数が全国的にも高くなっています

【まちづくり指標】　指標１：指標名

大学交流センターでの講座等の参加者満足度 大学交流センターで開催の全ての講座の受講者満足度

【まちづくり指標】　指標３：指標名

大学共通単位講座受講者延べ人数 学生対象の共通単位講座受講者延べ人数

【現状と課題】　前文

38．大学との連携・交流

39．都市型観光の振興
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　都市の集客力を高め、にぎわいを創出するためには、個
性的で魅力的な既存観光資源を有効に活用しながらPRと
ネットワーク化を進め、もてなしの仕組みづくりを強化する必
要があります。

　都市の集客力を高め、にぎわいを創出するためには、個
性的で魅力的な既存観光資源を有効に活用しながらPRと
ネットワーク化を進め、もてなしの仕組みづくりを強化する必
要があります。本市では、都市型観光を既存の観光資源だ
けでなく、産業活動や文化イベントなどの多面的な魅力に
着目し、それを市民が実感し、また、人々が訪れ、楽しむ観
光としています。

【主要な施策展開】　（１）タイトル

（１）観光資源のネットワーク化 （１）観光資源の創出とネットワーク化

【主要な施策展開】　（３）観光情報の提供

　西宮観光協会と連携しながら、観光情報の収集、整理を
進め、ガイドマップやインターネット、地域ポータルサイトな
どを活用した情報発信の充実に努めるとともに、市内主要
駅等での観光拠点の設置を検討します。また、歴史、文化
や観光施設のガイドができるボランティアの育成を図り、市
民参加型の観光ＰＲを進めます。

　西宮観光協会と連携しながら、観光情報の収集、整理を
進め、ガイドマップやインターネット、地域ポータルサイト、
フィルムコミッションなど可能な媒体を活用した情報発信の
充実に努めるとともに、市内主要駅等での観光拠点の設置
を検討します。また、歴史、文化や観光施設のガイドができ
るボランティアの育成を図り、市民参加型の観光ＰＲを進め
ます。

【主要な施策展開】　（４）段落

無し
（４）観光ビジョンの推進　本市にふさわしい観光ビジョンを
策定するとともに、推進体制の強化を図ります。

【現状と課題】　３つ目の○

○市民の消費志向は大型小売店へと移り、さらに商店主の
高齢化や空き店舗の増加などにより、小規模な小売商業
は、厳しい経営状況に置かれていますが、販売方法や商品
の工夫によって消費者の注目を集めている店舗もありま
す。

○歩いて行くことができる商店街等は、高齢化が進む地域
社会にとって重要な存在ですが、大型小売店の進出や商
店主の高齢化、空き店舗の増加などにより厳しい状況にあ
ります。

【主要な施策展開】　（２）タイトル

（２）サービス業の振興 （２）サービス業の高付加価値化

【主要な施策展開】　（２）サービス業の振興

40．産業の振興
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　市民生活を支える健康、福祉、教育・文化、レクリエーショ
ンなど、文教住宅都市としての特性にふさわしい新たな生
活関連サービスの創出と振興を図ります。また、研究開発、
ＩＴ関連など企業活動を支援するサービス業の振興に努め
ます。

　市民生活を支える健康、福祉、教育・文化、レクリエーショ
ンなど、文教住宅都市にふさわしい生活関連サービス業の
高付加価値化を図ります。また、研究開発、ＩＴ関連など企
業活動を支援するサービス業の振興に努めます。

【主要な施策展開】　（５）起業等への支援

　学生の若い力や豊富なノウハウ・人脈を有する退職者な
どのシニア層の力を産業振興に活かすため、起業家支援ス
クール事業の充実をはじめとする環境整備を行います。ま
た、新規の起業だけではなく、市内で事業を営んできた事
業主の第二創業を支援します。

　新規開業については、学生の若い力や豊富なノウハウ・
人脈を有する退職者などのシニア層の力を産業振興に活
かすため、起業家支援スクール事業の充実をはじめとする
環境整備を行います。また、新規の起業だけではなく、市
内で事業を営んできた事業主の第二創業を支援します。

【主要な施策展開】　（１）環境にやさしい持続的な農業の推進

　農地を保全し農地が有する多面的機能の有効利用を図
るため、必要に応じて土地区画整理事業などによるほ場の
整形化、団地化を長期的に進めるとともに、農道、用水路
などの農業用施設の整備を進めます。また、新技術の導入
や技術水準の向上を図り、環境負荷の少ない農業を推進
しながら、安全・安心な農産物の供給体制の構築と農業後
継者の育成・確保に努めます。

　農地を保全し農地が有する多面的機能の有効利用を図
るため、土地区画整理事業などの状況に合わせたほ場の
整形化、団地化を長期的に進めるとともに、農道、用水路
などの農業用施設の整備を進めます。また、新技術の導入
や技術水準の向上を図り、環境負荷の少ない農業を推進
しながら、安全・安心な農産物の供給体制の構築と農業後
継者の育成・確保に努めます。

【現状と課題】　２つ目の○と３つ目の○の間

無し

○本市の行政経営改革への取り組みは、平成１６年２月に
策定した「西宮市行政経営改革基本計画」に基づき、「行
政経営型マネジメントの確立」と「参画と協働のまちづくりの
推進」に取り組んできました。行政評価制度や指定管理者
制度などを導入し、「参画と協働の推進に関する条例」を制
定するなど成果を上げてきましたが、今後さらに職員の「意
識改革」を図り、取り組みを強めていく必要があります。

【現状と課題】　２つ目の○と３つ目の○の間

42．都市農業の展開

１．戦略的な行政経営体制の
確立
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

無し

○県や近隣各市町と連携する中で、災害時における相互
応援、文化的施設の相互利用、行政情報の一元的提供な
ど共同の事業や広域的な諸課題の解決に取組んでいま
す。今後は新たな地方自治制度や連携・協力体制の調査・
研究を進めていく必要があります。

【現状と課題】　４つ目の○

○本市では、平成１６年２月に「西宮市行政経営改革基本
計画」を策定し、本市の行政運営の仕組みそのものの変革
に努めてきましたが、更に取り組みを強める必要がありま
す。

段落削除

【主要な施策展開】　（４）広域的な自治体間の連携

　阪神間の７市１町で構成する阪神広域行政圏協議会や
神戸隣接市・町長懇話会を中心に既存の共同事業の充実
を図るとともに、広域的な諸課題について他の自治体との
協力や各部門間の連携により、圏域全体の活性化と効率
的な行政サービスの提供を目指します。

　阪神間の７市１町で構成する阪神広域行政圏協議会や
神戸隣接市・町長懇話会を中心に、既存の共同事業の充
実を図るとともに、他の自治体との協力や各部門間の連携
により圏域全体の活性化と効率的な行政サービスの提供を
目指します。また、広域的な諸課題や市民ニーズの動向を
見極めながら、新たな連携・協力体制の整備に努めます。

【まちづくり指標】　指標の考え方

　市の行政経営改革の取り組みを推進し、行財政運営への
市民の満足度を高めていきます。

　市の行政経営改革の取り組みを推進し、行政運営の仕組
みや職員の意識を変革する取り組みで、「計画的な行財政
運営」に対する市民満足度と行政経営全般の取り組みに対
する職員の理解度を高めていきます。

【まちづくり指標】　指標２：指標名

無し 行政経営全般の取り組みに対する職員の理解度

【基本方針】　２．組織の活性化と職員の育
成
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　住民満足度の向上を図るため、高い倫理観と創造力豊か
で行動力のある職員を組織的に育成していきます。特に組
織内のマネジメントやコミュニケーションを重視し、職員が組
織目標に向けて協力しながら能力を発揮することで達成
感・充実感が得られ、さらなる意欲や向上心に繋がるような
継続性のある人材育成に取り組みます。

　住民満足度の向上のため、高い倫理観と創造力豊かで
行動力のある職員を組織的に育成するとともに、組織の活
性化を図ります。特に組織内のマネジメントやコミュニケー
ションを重視し、職員が組織目標に向けて協力しながら能
力を発揮することで達成感・充実感が得られ、さらなる意欲
や向上心に繋がるような継続性のある人材育成に取り組み
ます。

【主要な施策展開】　（２）人事管理

　・・・（略）
　人材育成を基軸にした新たな人事評価制度を確立し、職
員に求める能力の構築、職務を遂行するに当たり、発揮し
た能力・業績を客観的・公正に把握して、真に能力本位に
よる適材適所の配置や任用、給与等への反映を行っていき
ます。

　・・・（略）
　人材育成を基軸にした新たな人事評価制度を確立し、職
員に求める能力の構築、職務を遂行するに当たり、発揮し
た能力・業績を客観的・公正に把握して、真に能力本位に
よる適材適所の配置や任用、給与等への反映を行っていき
ます。
　また、メンタルヘルスケア対策として、セルフケアだけでな
く、ラインによるケア等の充実を図ります。

【まちづくり指標】　指標１：指標名

研修内容に対する市職員の理解度
研修内容に対する市職員の理解度評価（受講後アンケート
調査による5段階）

【まちづくり指標】　指標１：現状値・目標値

Ｈ１８：７７．０　Ｈ３０：８０．０ Ｈ１８：３．７　Ｈ３０：４．２

【まちづくり指標】　指標１：式

　－ 理解度評価と受講者数の加重平均

【まちづくり指標】　指標１：目標値の設定理由

これまでの実績を踏まえ、８割以上の理解度を目標としま
す。

評価5：30%、評価4：60%、評価3：10%以上を目指します。

【現状と課題】　１つ目の○

成

４．健全な財政運営
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

○普通会計ベースにおける市債残高は、震災からの復興
に多額の市債を発行したことなどから、ピーク時には3,000
億円を超え、また、経常収支比率についても105.1％まで悪
化するなど、一時は赤字再建団体への転落が危ぶまれる
ほどの危機的状況に陥りました。

○普通会計ベースにおける市債残高は、震災からの復興
に多額の市債を発行したことなどから、ピーク時には3,000
億円を超えました。また、財政構造の良し悪しを判断する指
標として、７０～８０％が標準的とされる経常収支比率につ
いても105.1％まで悪化するなど、一時は赤字再建団体へ
の転落が危ぶまれるほどの危機的状況に陥りました。

【現状と課題】　２つ目の○

○市債残高については、ようやく2,000億円を下回る程度ま
で減少してきたものの、震災前の1,000億円以下の水準に
戻るには、なお相当の期間を必要とする見込みです。ま
た、経常収支比率についても、依然100％前後の数値で推
移しており、財政の弾力性を取り戻すことが課題となってい
ます。

○市債残高については、ようやく2,000億円を下回る程度ま
で減少してきたものの、震災前の1,000億円以下の水準に
戻るには、なお相当の期間を必要とする見込みです。ま
た、経常収支比率についても、依然100％前後の数値で推
移しており、財政構造の硬直化傾向が続いていますので、
弾力性を取り戻すことが課題となっています。

【現状と課題】　２つ目の○

○市では、「中長期修繕計画」を策定し、平成16年度から、
市が管理している公共施設のうち、１１７施設に対する計画
的な施設の修繕工事に取り組んでいます。

○公共施設は、建物の適切な維持管理によりその新築から
解体までの生涯費用を低減することが課題です。
　このため、施設の整備時においては効率的な施設の保全
にも配慮した計画とする必要があります。また、予防保全の
観点から、定期的に点検を行い優先順位を考慮しながら適
正な修繕を行い、施設の管理費用の低減と長寿命化を図
ることが求められています。

【現状と課題】　３つ目の○

○一部施設においては、老朽化が進んでおり、ライフサイク
ルコスト（生涯費用）の低減化が緊急の課題になっていま
す。

段落削除

【主要な施策展開】　（１）安心・安全性の確保

６．計画的な施設の整備・保
全
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

　誰もが使いやすいバリアフリーやユニバーサルデザインに
配慮した施設設備を整備していきます。また、建物の耐震
化については、災害時に重要な拠点となる施設などを優先
的に実施し、耐震化率100％を目指します。

　建物の耐震化については、災害時に重要な拠点となる施
設などを優先的に実施し、耐震化率１００％を目指し、耐震
化に取り組みます。
　また、誰もが使いやすいバリアフリーやユニバーサルデザ
インに配慮した施設設備を整備していきます。

【主要な施策展開】　（２）環境への配慮

（２）環境への配慮 （３）環境への配慮

【主要な施策展開】　（２）環境への配慮

　施設の整備・修繕の際には、太陽光利用や雨水利用と
いった省資源・省エネルギーに配慮した設備の導入に取り
組みます。

　施設の整備・修繕の際には、環境負荷低減を配慮した使
用を検討し、太陽光利用や雨水利用といった省資源・省エ
ネルギーに配慮した設備の導入に取り組みます。

【主要な施策展開】　（３）施設の計画的・効率的な保全

（３）施設の計画的・効率的な保全 （２）施設の計画的・効率的な保全

【主要な施策展開】　（３）施設の計画的・効率的な保全

　予防保全の観点から、適正な周期で公共施設の点検・修
繕を実施し、施設の管理費用の低減と長寿命化に取り組ん
でいきます。

　施設の維持・保全においては、市が管理している公共施
設のうち、一定規模以上の施設を対象とした「中長期修繕
計画」に基づき、計画的に施設の長寿命化を図り、生涯費
用縮減に努めます。

【まちづくり指標】　指標１：現状値

Ｈ１８：６０．４ Ｈ１８：５９．４

【現状と課題】　１つ目の○７．広報・広聴活動の充実
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原　案　に　対　す　る　修　正　案

施　策　名 原　案 修　正　案 備　考

○市は、市政ニュースをはじめ、ケーブルテレビ、民間テレ
ビ局、ＦＭラジオ、市民べんり帳、ホームページなどの情報
媒体を通じて、市政情報を市民に広く発信しています。

○市は、市政ニュースをはじめ、ケーブルテレビ、民間テレ
ビ局、ＦＭラジオ、市民べんり帳、ホームページなどの情報
媒体を通じて、市政情報を市民に広く発信しています。特
に市政ニュースは、最も利用率が高く、市民に広く親しまれ
ている重要な情報媒体となっています。

【現状と課題】　１つ目の○

　市政ニュースや映像番組、ホームページ等を利用して、
市民生活に関わる様々な情報をはじめ、市の施策や予算、
決算に関する財務情報などを、市民にわかりやすく理解し
やすい形で積極的に情報発信を行います。

　市政ニュースや映像番組、ホームページ等を利用して、
市民生活に関わる様々な情報をはじめ、市の施策や予算、
決算に関する財務情報など大切な情報を、市民にわかりや
すく理解しやすい形で積極的に情報発信を行います。

【現状と課題】　５つ目の○

無し
○市民とともにまちづくりを進めるため、今後も市民の市政
への関心を高め、市民の意見・要望等を市政に反映させる
取り組みが求められています。

【主要な施策展開】　（３）歴史資料の保存・活用

　過去の市の施策や歴史を解明する基礎資料である公文
書等を市民共有の財産として広く収集・保存し、市民や研
究者の利用に供するなど活用を図るため、公文書館を整備
します。

　過去の市の施策や歴史を解明する基礎資料である公文
書等を市民共有の財産として広く収集・保存するとともに、
一層の活用を図るため、市民や研究者の利用に供すること
のできる場を整備します。

　施策を削除。

　章を削除。
　財政見通しの記述については、基本計画総論　第２　計
画の基本指標へ部分的に移動。
　事業計画に関する記述を削除し、配慮すべき事項を、基
本計画総論　第５　事業・施策の実施において記述。

９．市民窓口サービスの充実

財政見通しと事業計画

８．市保有情報の公開と個人
情報保護
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